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春の交通安全健民運動
４ 月 ６ 日 か ら４ 月 １５日 ま で

す べ ての 人に 交 通 安 全思 想 を 普 及 徹底 し

正 し い 交 通 ル ー ルの 実 践 を習 慣 づけ るこ と

により、交通事故を防止しようと春の交通

安全健民運動がおこなわれます。
交通事故のほと人どは、ちよっとした注

意 で防 げ ます。 そこ で｢ ゆ っ く り 走 ろ う 防

長 路｣ を 統 一ス ロ ーガ ン に 運 転 す る 人 の 自

覚 を促 し ます。 家 庭、 職 場 など で は お互 い

に 交 而安 企｢愛 の 一言｣を 呼 び かけ ａ い ま す

こ7) だ め、 次 の こ と を 亟点 目 標 とし てお

り ま す。
① 歩i j a ・ 自 転4i 、特 に 老 人 とこ ど も( 幼

児・ 児童1 の 交通 事 故 防LE二。
② ヘ ル メ ツＩ ． シ ート ベ ルト 着 用 の 推( f r。

③ 夜 間に お け る 交 通 事故 の 防ｉ など と なっ

て お り ま す。

長 門 市 では 、 運 動 期 間中 に 次 の こ と 巻計

画 し て お り ます。

▲ 長門市交通安全会議の開催。

関係機関、団体と実施計画を協議し円滑な

運営につとめます。

▲ 広報活動
市 広 報 車 に よ り市 内 を 巡 回 啓蒙 に つ と め ま

す。

▲ 街頭指導活動

関 係機 関 、団 体 の1扁力 に よ る 街 頭 指 導 を実

施 し 、 通 園 、通 学 時 の 幼 児童 の 保護 と老 人

等 の 歩i i t i の保 護 に 努 め ま す。

j &夜間の交通事故防止
酒 類 捉 供 氣 汨 こ対 し 、 運 転 者へ の 酒 類提 供

の 自 粛 を呼 び か け ま す。

▲ ド ラ イバ ー へ の 街 頭 活 動

【ゆっくり走ろう運動】」の励行を図るため

主 要路 線 を通 邑 する 車 両 に 対 し、 街 頭 に 出

て 指 導し ま す。

▲ 幼児童のワッペン着用運動の実施
市内幼碓園、保育園、児童館、小学校児童

に 、 交 通安 全 ワッ ペ ン を 着用 させ 、 右 側 通

行を励行し、通園、通学時の事故を防止し

ま す。

▲ 老 人の 交 通 安 全指 導
老 匐 こ刹し ては 、 老 人､ク ラブ 等 の 活 動 の 機

会 を 盾用 し て安 全お 育 を実 施 し ます 。

▲ 県 民 大会 へ の 参加

交 通 指 導 員 、婦 人会 代 表 を交 通 安 全 県 民大

会 に 参 加 し てい た だ き、 交 通安 全 意 識 を高

め るよ うに し ます 。

１ 交 通 安 全 施 設 の 総 点検 を 実 施
市 内 の 危 険 箇 所及 び 施 設の 点 検 を実 施し 、

施 設整 備 を再 検 討 し ま す。

市の計画は以上ですが、各家庭　職場。

地 域 では 次 の こ と を実 施し ま し よ う。

▲ 家 庭 か ら す す め る交 通安 全

○ 家!疾が 出 かけ る時 、 お 互に 交 通安 全「 愛

の 一声 」 を かけ あい まし よ う。

○ 夕 食時 、 家 族 団 ら 人 の 時 など1と、交 通 安

全 や 交al l l 故 を防 ぐ 方法･こつい て 活し 合い

ま し よ う。

○ 飲酒 し た 人に は 、 絶 対 に 車 の 運 転 を さ せ

な い よ うに し まし よ う。

○ 来客 に は 、 帰 り路lご注 意 す る よ う ー声 か

け まし よ う。

○ い つ も さわ やか な 気分 で運 転 がで き るよ
う 、 み ん なで 心 く ぱ り をし まし よ う。

○ 交 通 ルー ル が よ く守 れ るよ う 大 人が 手 本

を し め し ま し よ う 。

○ 職 場、 地 域 で もそ れぞ れ 車 両 の 整備 に努
め、交通安全「愛の一声」運動の輪を、ひ

ろ げ まし よ う。

山口県労働問題講習会

労 働問 題 全般 に つ い て 、 基 礎 的 な 知 識 を

ベ ース にし た 実 務的 な幅 広 い 知 識 をつ け る

ために　次のとおり講習会が開かれます。

ご 希望 の 方は ご 参加 く だ さい。

● 対 象 者
県 内 中 小 企 業 の 経営 名お よ ひ労 務、 人 事 担

当 者で 基 礎的 知 識 、経 験 を 有 す る もの 。

● 実 施 方 法
① 受 講 者を固 定 し 、 体 系的 に 実 施 す る。

② 専 門 研 究 部 会（ 今 年 度 は 能 力 開 発管 理 と
賃 金 管 理 ） を 設 置し 経 験 交 流 を 中 心 に 、問

題 点 を 具 体的 に 研究 す る。
③講 習 会は 年 ４ 回 開 催 す る。 専 門 研 究 部 会

は １ 科 目 に つ き 年１ 回 開 催 す る。

④講 座 の 内 容

（ イ） 労 働 問 題講 習 会

回 開 催 月　 開 催 地　　　 科　　 目

１　　６ 月　 山　囗　 労 務 管 理｡ 経 済 情 勢
２　　９ 月　 山　 口　 労 働 福 祉｡労 使 関 係

3　11 月 徳 山｡下 関　労 働法｡ 賃 金 管 理

４　　３ 月　 山　 口　 労 働 経 済 情 勢

（ 口） 専 門 研 究 部会
開 催 月　　 開 催地　　　 科　　 目

７　月　　　 山　 口　　 能 力 開 発 管 理

12 月　　 山　 口　 賃 金 管 理

卜 講 師 は 未 定 で す。

⑤ 受 講 料
無 料 けこだし 、科 目 に よっ て は 資 料 代 とし

て 実費 を必 要 とす る 場 合 が あ り ます 。 ）

⑥ 修 了 証
全 科 目 （ 専門 研究 部 会は 除 く） を 受 講 し た

人に対し、知事の修了証書を交付する。

締 切の 日　 ４ 月15 日 （土 ）

● 受 講 申 込 み、 お 問い 合 せ は。

〒753 山 口 市 滝町 １－ １　 山 口県 労 政課 へ
ａ 山 口( 08392)  3 - 1907

国民年金の保険料は
忘 れずに納 めましよう

昭 和52 年 度の 国 民 年 金 保 険 料 の 納 付期 限

は 、４ 月 末 日 で す。 保 険 料 が納 付期 限 まで

に 納 め ら れ ない と 、 障 害 年金 や 母 子年 金 を

受 け ら れ ない な と があ り ま す。 ま た 、保 険

料 を 納 め忘 れ た た めに 、 老 令年 金 す ら も受
け ら れ な か つ た とい う 事 例 もあ りま す。 こ

の よ う な こ と が ない よ うに 、 い ま い ちど 昭

和52^4 月 分 か ら の 保険 料が 納 入 さ れ てい

る か 、 た し か め て 、 ま だ納 入 さ れてい な い

場 合は 、 早 く納 入し て く だ さい 。

とび出し は事故の もと
子 ど もや お 年 寄 り は 、 自 動車 が 近 づ い て きて も、

フ ラフ ラと道 路に と び出 し 、事 故 に

あ う こ と が 、 よ く見 受 け ら れ ま す。

子 ど もや お 年 寄 り の 姿 を 見 た ら徐 行

す るよ う にし まし よ う 。
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